
Unveiling the arthritis divide: Exploring treatment response and impact in late-onset vs. 
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関節炎の区分けを解明する：高齢発症関節リウマチと若年発症関節リウマチにおける治療

反応性と影響の調査 

羽尾 成昭 

 

目的: 65 歳以上に発症する高齢発症関節リウマチ(LORA)と、65 歳未満に発症する若年発症関節リウマ

チ(YORA)の患者を対象に、treat to target(T2T)を実践した際に、変形性関節症(OA)が関節リウマチ

(RA)の初期治療反応性に与える影響を比較しました。 

 

方法: 2021 年 1 月から 2022 年 7 月までの期間に、当院を受診した未治療の RA 患者を対象に後方視的

研究を行いました。膝または手の Kellgren-Lawrence(K-L)分類でグレード 3 以上と判定された OA 患者

を OA(+)群、それ以外を OA(-)群としました。LORA 患者 74 名と YORA 患者 59 名について、診断時

と初期治療後 1 年時点の臨床データをそれぞれ比較しました。 

 

結果: LORA 患者では、治療開始 1 年後に、OA(+)群は OA(-)群と比較して疾患活動性のコントロール

が不良で、いくつかの日常生活動作(ADL)における身体機能障害が大きいことがわかりました。一方、

YORA 患者では、両群間で ADL 障害に差はみられませんでした。 

 

結論: LORA 患者の初期治療では、OA の有病率が高く、OA が LORA に及ぼす影響は YORA よりも大

きいことが明らかになりました。 

 

https://doi.org/10.1093/mr/roae069 
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